
 

JCSSA アジア IT 企業視察ツアー2025 レポート 

 

 

2025 年 7 月 8 日から 12 日にかけて、日本コンピュータシステム販売店協会主催の第 14 回アジア

IT 企業視察ツアーが開催されました。ツアーは、鈴木範夫団長（日興通信株式会社 代表取締役社長、

JCSSA 理事）のもと、参加者 20 名でベトナムの首都ハノイを訪問しました。 

今回のツアーでは、急成長するベトナムの IT 業界を体感し、現地での技術力と最新技術の活用状況

を視察しました。また、低コストでの開発環境やオフショア開発の可能性を探り、今後のビジネス展

開のための示唆を得る機会となりました。 

 

 

① 7 月８日(火) 15:00～17:00 三井住友銀行ハノイ支店 

 

鈴木団長率いるツアー一行の最初の訪問先は、三井住友銀行ハノイ支店。 

同行はベトナム国内に、ホーチミン支店（2006 年出店）とハノイ支店（2008 年出店）がある。両

支店とも各約 150 名の従業員がおり、内日本人駐在員は約 10 名ずつ。出店当初はコーポレート取

引のみであったものの、地場 VP バンクへの出資を通して個人取引も含めてカバーする体制を構築。 

ハノイはバンコクやシンガポールと比べて暑く、盆地のため風の通りが悪いため日々PM2.5 の大気

汚染と戦っている。 

 

ベトナムの歴史を一言で表すとずっと戦争をしてきた国。フランス植民地時代までは中国からの支

配をずっと受けており、中国への国民感情は悪い。国内には東南アジアでは珍しく中華街がない。

近年ではチャイナ・プラス・ワンで投資が増えている。 

地政学的に、中国、タイ、アメリカ、日本等にとってベトナムは重要な国の一つである。 

1858 年にフランスによる植民地支配を受けており、市内にはオペラハウスがあるなどフランスの

名残がある。ベトナム戦争はソ連とアメリカの代理戦争であったが、北側の勝利でソ連の影響を大

きく受けた。戦時中よりソ連との経済・人材交流が非常に盛んであった為、政権や財界のトップに

はソ連への留学者が多い。 

1986 年にドイモイ政策があり、海外からの投資につながる。また、アメリカの経済制裁解除に伴い

日本からも多くベトナムに進出したが、当時はインフラが発達しておらず投資は一旦落ち着いてし

まう。ただ、2000 年代初頭に再度ベトナムへの進出が増加した。 

また、サムソンの進出が契機となり韓国から多額の投資を受けている（ベトナムへの対内直接投資

累計額で 1 位））。輸出の約 1 割がサムスングループと言われている。韓国人も約 25 万人住んでお

りコリアタウンを形成している（日本人は 2 万人程度）。 

 

ベトナムは中国の成長モデルを一定程度参考にしながら、自国の構造問題に対応している。中国と

同じく 1 党独裁ではあるが、党書記長、国家主席、首相、国会議長の合議性である。2024 年に党書

記長が変わり、市場主義の流れが来ている。 

経済面では外需の影響を受けやすいものの高い成長ペースを維持し、コロナ禍でもプラス成長を遂

げ底堅く推移。一方でリブソン格付けは、投資不適格の判定。現在は中国等の近隣諸国からの投資



が主だが、格付けが上がればアジア以外の国からの投資が入ってくると期待している。 

国土は日本の 9 割程度。長さは本州から九州までくらい。 

政策金利は 4.5％程度、市中借入金利は 8～10％。日系企業のベトナム進出の際は親子ローンで融

資を受けることが多い。 

2045 年に先進国入りを目指しており、ベトナムの内需も増加傾向にある。不動産投資も 12％/年と

好調。また、人口ボーナス期であり共働きが多いのも特徴。支店の約 8 割は女性である。 

2025 年に 52 省市→34 省市に再編となった。役所仕事の時間短縮と公務員数を減らすのが主な目

的。一説によると、戦争に勝利したが賠償金をもらっておらず、戦争の遺族に賠償金の代わりに公

務員のポストを与え世襲となっていた為、公務員数の増加に繋がったとのこと。溢れた公務員は民

間企業に斡旋される予定。 

 

主要産業の一つとして自動車産業があり、年にもよるが半分輸入、残り半分は自国での組み立てで

ある。日系自動車企業はタイやインドネシアにサプライチェーンを築いており、当地への投資は限

定的。ベトナムの国産車もあり、ビンファスト社が EV を製造している。主たる事業は不動産では

あるが、今や国内トップシェアとなっている。 

二輪車は 8 割強が HONDA 製。1 割が YAMAHA 製。 

電子機器産業も盛んであり、2009 年にサムスンの工場が稼働。その影響で 2012 年に貿易黒字にな

っている。サムスンのサプライヤーの多くが中国沿岸部にあり立地的に有利であった。 

 

アメリカからすると貿易赤字のトップ 3 が、中国、メキシコ、ベトナムであり、トランプ関税の当

初 46％はその影響と言われている。アメリカからは「中国からの迂回輸出を取り締まれ」と言われ

ている。実情として、中国企業がベトナム国内にレンタル倉庫を借りて輸出をしている例もある。 

 

IT 産業はオフショア開発拠点が増えている。ワーカーは足りていないが理系大学の数や水準が高

い。FPT が国内の IT 業界最大手で、FPT の OB が起業した会社も増えている。また、FTP は学校

も運営し人材教育も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：井口一世 井口宗尚 

 

 

 

 

 



 

 

② 7 月 9 日(水) 09:00～10:30 SABI TECHNOLOGY（サビテック） 

 

設立：2021 年 6 月 

日本法人：サビテックジャパン株式会社（東京都千代田区） 

事業内容：オフショア開発、システム開発、アプリ開発、研究開発、DX 支援など 

 

＜出席者＞ 

ラ テイエン タイン様：代表取締役社長 

チャン ティ ホン ニュン様：人事部長 

ファム ティ リン様：アカウントマネージャー 

グエン チェリー フォン様：ビジネス開発マネージャー 

ブイ 健介様：デリバリーマネージャー 

 

＜見学の目的＞ 

- ベトナムにおけるオフショア開発体制の理解 

- 日本市場向けプロジェクトの進行方法の理解 

- 現地エンジニアとのコミュニケーション環境の把握 

 

＜事業内容と強み＞ 

・システム開発、アプリ開発、カスタムソフトウェア開発などの 

・ベトナムオフショアを提供する企業 

・日本語能力の高い PM・開発者が多数在籍（N1 取得者多数） 

 

＜ビジョン＞ 

・ベトナム人の知恵と技術力で人々の生活を豊かにする 

・社名の由来は、「Sabiduría（知恵）」と「Technology（技術）」を組み合わせていて、 

知恵を形にする集団を目指している 

 

＜所感・気付き＞ 

9 割のお客様が日本企業とのことだったので、スピード、スムーズ、安定性の３S をモットーにさ

れている点が日本人に評価されるのだと感じました。 

特に日本人特有の直接的な表現を避け、遠回しな言い方をする、婉曲な文化を理解することを心が

けている点が印象に残りました。日本人同士でも要件定義を決める際などに往々に発生してしまう

自体だと聞くので、非常に大変なことだと思います。 

顧客の文化を理解する姿勢に感銘を受けました。 

 

またリピート率が大変高いというのも、上記を心がけ、信頼関係を大切にしている結果だと理解致

しました。技術力だけでなく、顧客志向の姿勢が強く感じられました。 

日本語能力の高いスタッフが多く、意思疎通が非常にスムーズ 



社内の風通しが非常に良く、若手の意見も積極的に取り入れている印象を受けました。 

また、当日の会社訪問だけでなく、食事会や市内観光、お土産選びにも同行いただいた社員さんの

ホスピタリティには感動致しました。 

 

＜今後のビジネス＞ 

弊社はハードウェア中心のビジネスのため、実際にパートナー様としてのお取引は難しいですが、

社内システムの作成依頼などが現実的かと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：エフタイム 稲生香菜子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 7 月 9 日(水) 11:00～12:15 TDA INTERNATIONAL VIET NAM（TDA） 

1. TDA の事業概要と組織文化について 

2019 年に設立された TDA は、急成長を遂げている企業です。2025 年 5 月にはベトナムのダナン

に新たな開発拠点を設立する予定であり、日本の顧客向けにシステム開発から AI を活用したシス

テムまで、幅広い開発実績を有していることが確認できました。 

2. 提供サービス 

TDA が提供する主なサービスは以下の 3 点です。 

• ラボ開発: 顧客専属の開発チームを組織し、顧客がチームに日本語で直接業務指示を行うこと

ができる、継続的な開発を支援するサービスです。 

• 受託開発: 要件分析・開発・システムリリースまで、一貫した開発を行うサービスです。 

• システム構築コンサルティング: 顧客のビジネス課題に対し、最適なシステムソリューション

を提案するサービスです。 

3. 人材育成と組織運営 

TDA では、企業価値観に共感し、協調性を重視する人材の採用に注力している点が印象的でし

た。社員間のコミュニケーションを促進するため、業務時間外の交流機会も積極的に設けている

とのことです。 

「TDA の 3 つのマインドセット」 

TDA の事業推進の基盤となる 3 つのマインドセットは以下の通りです。 

1. 顧客視点に立った本質的なソリューション提供: 顧客のビジネスを深く理解し、ニーズに基づ

いた最適なソリューションを提案することに尽力し、顧客の事業目標達成を最優先に考えて

いるとのことです。 

2. 密接な連携による迅速な実行力: 顧客との密接な連携を重視し、迅速かつ柔軟に対応できる開

発体制を構築していると伺いました。円滑なコミュニケーションを徹底し、プロジェクトを

滞りなく推進する姿勢がうかがえました。 

3. 論理的思考とデータに基づいた意思決定: 客観的なデータと論理に基づいた意思決定を徹底し

ており、これにより課題解決の精度を高め、確実な成果を届けていると説明がありました。 

「社内取り組み」 

具体的な社内取り組みとして、以下の点が挙げられます。 

• 標準化された開発プロセス: 効率的かつ高品質な開発を保証するためのプロセスを確立してい

ます。 



• コミュニケーション能力の向上: 社員間の円滑なコミュニケーションを促進する研修や機会を

提供しています。 

• 技術向上とキャリアパス支援: 社員のスキルアップを支援し、明確なキャリアパスを提供して

います。 

• 将来のコアメンバー育成: 次世代を担うリーダーシップ人材の育成に力を入れています。 

• グローバルトレーニング: 国際的な視野を持つ人材を育成するための研修を実施しています。 

4. オフィス環境と多文化共生 

TDA のオフィスは、パントリーや大会議室が完備されており、社員の誕生日会などのイベントも

開催されているなど、働きやすい環境が整備されていました。また、「スカイオフィス」という

オンラインツールを導入しており、アバターを通じて社員の状況をリアルタイムで確認できるほ

か、ミニゲームによる気分転換も可能というユニークな取り組みが目を引きました。 

印象的だったのは、TDA が日本の大学や企業で教育を受けたベトナム人社員が多く在籍してお

り、日本の文化や働き方に精通しているとのことだけでなく、企業全体として社員との対話を重

視し、マインドセットを共有することで、社員が自律的に考え、議論する文化が醸成されている

ことを肌で感じることができました。 

 

「所感」 

今回の視察を通じて、TDA の事業戦略と組織文化について深く理解することができました。特

に、マインドセットによる企業価値観の浸透、顧客視点に立ったソリューション提供へのこだわ

りと、社員の成長を重視する企業文化は、大変参考になるものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：ニューテック 小島邦英 

 

 

 

 

 



 

④ 7 月 9 日(水) 16:00～17:30 Scuti（スクーティ） 

 

2 日目の午後、我々はハノイ市に本社を構える Scuti（スクーティ）社を訪問しました。Scuti は、特に

生成 AI を使用したシステム開発を得意とする成長著しいベトナムの IT 企業です。 

掛谷社長は 2012 年にベトナムに渡航し、2015 年に株式会社スクーティーを創業しました。現在、グ

ループで約 400 人の社員を抱えています。 

以下の点につきまして掛谷社長からお話しがありました。 

ベトナムオフショア開発の魅力 

ベトナムでは、国策として IT 育成が行われており、毎年情報系の学生が 5 万人程卒業しています。こ

れは、大学一学年あたりの情報工学専攻の学生の割合で比較すると、日本の 7 倍に相当します。国際

数学オリンピックでも日本より上位にランクインしており、学習意欲や稼ぐ意欲が高く、英語の技術

資料にも抵抗なく対応できます。開発言語は Java、.NET、PHP、JavaScript が多く使用され、Ruby は

あまり見られません。地域によって費用の格差があり、ホーチミンが最も高く、ハノイがその 9 割程

度、ダナンが 7 割程度となっています。 

 

 
 

 
 

 

留意点 

日本のコミュニケーション方法は非常にハイコンテクストであるという自覚を持って接することが重

要です。また、旧正月は非常に大切な行事であるため、この期間に仕事を入れると従業員が辞めてし

まう可能性があります。 

ソリューション 

Scuti は以下のソリューションを提供しています: 



⚫ 非定型文書内のテキストを自動で読み取る生成 AI-OCR サービス 

⚫ ノーコードで AI アプリを作成する Dify 導入支援サービス 

⚫ AI を使い音声で対応する AI 接客 

生成 AI-OCR サービスは、100 ページ以上あるカタログから全ての文章を抽出することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：伊藤忠テクノソリューションズ 関野幸彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑤ 7 月 10 日(木) 09:30～11:00 Kaopiz Software（カオピーズ） 

 

「ニーズと技術をつなげるオフショア開発」を主軸

とした IT 企業の Kaopiz Software., JSC（カオピーズ）

に訪問させて頂きました。（ https://kaopiz.com/ ） 

2014 年設立の同社は 6 社からなるグループ企業、従

業員総数は約 550 名で、11 年目を迎える。これまで

取引実績のあるクライアント 250 社以上の内、約

95％が日本企業であり、DX 推進支援とともに、オフ

ショア開発/システム開発/ラボ型開発/AWS 導入支

援/AI 技術や画像認識技術を活用した事業などを手

掛けている。 

今後 5 年以内の上場を目標に掲げる同グループでは、社内のチームビルディング施策が充実していま

す。ベトナム国内平均の離職率が約 20％であるのに対し、同社は約 12％と低水準を維持しており、事

業内容やサービス以外の魅力的な福利厚生や社会貢献が印象的で、とても参考になりました。 

 

■ご提供可能なサービス 

カオピーズは、幅広い業界やニーズに対応できる総合 IT ソ

リューションを提供している。 DX 支援、システム開発、

インフラ構築から AI・ブロックチェーンまで、企業の成長

を支える柔軟かつ高品質なサービスをご用意しています。 

同グループの各社には日本人のスタッフが 6 名～7 名在籍

しており、日本企業にとっては言葉や文化などはもちろん、開発やビジネスを進めるうえで安心材料

になっている。 

また、システム監視は年中無休・24 時間体制での監視サポート体制も心強い。現在のトレンドである

AI 技術にも注力しており、「自動化テスト」や「ノーコード/ローコード開発」の価格の安さは同業他

社との差別化になっています。 

さらに、AI 分野においても多様なソリューションを展開している。勤怠管理や入退室管理システムと

連携可能な「AI 顔認証」は、セキュリティ強化と業務効率化の両立を実現。AI/LLM を活用した「Smart 

AI-OCR」は、あらゆるレイアウトの文書を高精度かつ迅速にデータ化します。加えて、「AI コード解

析・マイグレーション」では旧システムのコードを自動解析・変換し、作業時間やコストを大幅に削

減。これらのサービスも、カオピーズが競合他社との差別化を図る強みのひとつとなっています。 

社内のチームビルディング 

 

特に印象的だったのは、昨年の 8 月上旬に実施したとされる「社

員旅行」と、年間通して利用できる「社内育成プログラム」の 2

点です。 

同社の社員旅行にはスタッフとその家族などが参加され、総勢

約 600 名だったそうです。その訪問先やホテル、移動手段を手配されたツアー担当は、時間と予算の

管理が大変だったとお聞かせて頂きました。このような行事は新年会やスポーツ大会（サッカー/E ス

https://kaopiz.com/


ポーツ/バドミントン）などがあり、住宅ローンの金利負担や社宅の支援制度などの福利厚生もユニー

クなものばかりでした。 

また、社内育成プログラムの基準は平日の勤務時間外及び休日（土曜、日曜）に実施されており、若

手や AI エンジニアなどは 2025 年度上半期の総勢授業時間 294.3 時間の研修やトレーニングをされて

いるそうです。（各分野の講師が総勢 83 名、育成プログラムの個々の KPI を設定・提出） 

仕事と会社を楽しみながらスポーツや勉強、そして組織作りにかける同社の投資マインドが、日本企

業にとっては取り戻さないといけないマインドという意味で、とても勉強になりました。 

 

■トピックス 

1. 東京都豊島区南池袋の日本法人「株式会社カオピーズ」で、日本からベトナムの「オフショア開

発」を日本語で受け付けてくれます！ 

2. ベトナム国内向 IT 人材教育サービス「CODESTAR」は子供たちに IT スキルアップの機会を与

え、将来の IT 人材の就職支援や企業マッチングを支援しています。https://codestar.vn/ 

3. 従業員の年齢の多くが 26 歳～27 歳が中心で多くを占めており、活気に満ちた雰囲気が印象的で

した。 

 
▲カオピーズ ベトナム-ハノイオフィスにある壁紙「日本が大好き」 

 
▲毎月社内報で「スタッフの顔」がアイドルのように撮影されたマガジンを作成、スタッフ自身が表紙を飾る 

 

作成者：タッチ 田島英和 

https://codestar.vn/


 

⑥ 7 月 10 日(木) 14:00～15:30 郵政通信大学（PTIT） 

 

郵政通信大学内にあるＲｉｋｋｅｉ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ（国際人材育成機構） 

グエン・ヴェット・ラム社長 

 

最初にＲｉｋｋｅｉ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ（国際人材育成機構）の授業の見学 

郵政通信大学内の教室で若い学生が日本語やＩＴに関わる授業に対し真剣に取り組んでいる場面

が見られた。 

Ｒｉｋｋｅｉ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ（国際人材育成機構）は学生を育てる教育機関である。その後、

グエン・ヴェット・ラム社長から取り組みの紹介があった。 

授業としては 3 つ実施しており、 

 

1 つ目は、大学レベルの教育であり、4 年間のプログラムを通じて、IT エンジニアやデジタルビジ

ネスマネジメント専攻の学生を、企業と大学が連携して共同で育成している。 

2 つ目は、企業の専門家による短期専門教育プログラムで、AI やブロックチェーンなどの先端技術

分野に関する 6 か月から 9 か月のコースを実施。修了後は、企業への紹介や人材派遣などが行われ

る。 

3 つ目は、社会人や日本にいるベトナム人留学生を対象としたオンライン教育で、プログラマー、

ブリッジ SE（BrSE）、データ分析などを中心に学んでいる。 

 

詳細としてアプリケーションだけではなく、先端技術、データセキュリティ・クラウドや日本語を

勉強している 

協力大学 7 校（ハノイ・ホーチミン・日本）にて短期・長期コースで約累計で 3000 名の学生が学

んできている。 

 

学んだ学生は株式会社リッケイにて 6 か月から 1 年間のインターンシップや実務研修を行い、就職

前に知識・スキル・実務経験を積む。 

 

それには)トレーニング(Rikkei Education)→ＯＪＴ→評価テストで合格するとその後株式会社リッ

ケイに就職または、企業へ人材の紹介を行っている。 

 

日本企業とのビジネスを重要視した優秀な人材育成と品質・コストの競争力に注力し、技術力を習

得しパートナーからの高い信頼を得る企業姿勢が見られた。 

今後も求められる人材育成に努め、日本との関係も深めている。 

以下 COPILOT 

     Rikkei Education（国際人材育成機構）授業見学レポート 

最初に、郵政通信大学内の教室で Rikkei Education（国際人材育成機構）の授業を見学しました。

若い学生たちが日本語や IT に関わる授業に真剣に取り組んでいる姿が印象的でした。 

Rikkei Education は国際的な人材を育成する教育機関であり、見学後にはグエン・ヴェット・ラム

社長による取り組みの紹介がありました。 



    教育プログラムの概要 

• 授業は 3 種類を実施：大学レベルの教育プログラム、短期専門教育プログラム、社会人や日本

にいるベトナム人留学生を対象としたオンライン教育プログラム 

• 卒業後は企業への派遣や人材紹介を行っている 

             学習内容と技術分野 

• アプリケーション開発だけでなく、先端技術、データセキュリティ、クラウド技術、日本語な

どを総合的に学習 

• 協力大学（ハノイ・ホーチミン・日本）7 校にて、短期・長期コースを実施 

• 累計約 3,000 名の学生が受講  

       キャリア支援と実践教育の流れ 

• 学んだ学生は株式会社リッケイにて 6 か月～1 年間のインターンシップを通じて知識・スキル

を習得 

• 実践経験を経て就職へとつなげる仕組み 

• 「Rikkei Education におけるトレーニング → リッケイ OJT → 評価テスト合格」のプロセス

を経て、リッケイ就職または企業への紹介 

              企業姿勢と今後の展望 

• 日本企業とのビジネスに力を入れ優秀な人材育成・品質とコスト面の競争力を追求 

• 技術力の向上を目指し、パートナーからの高い信頼を獲得 

• 今後も国際的な人材育成に力を注ぎ、日本との関係をさらに深めていく姿勢が示されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：日興通信 杉山秀知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

⑦ 7 月 10 日(木) 16:00～17:30 RikkeiSoft（リッケイソフト） 

 

＜１．会社概要＞ 

 リッケイソフト社は、2012 年に創業された、ベトナム、日本、タイ、アメリカ、韓国で事業を展開

しているグローバル IT 企業である。会社名の由来は、当時ベトナムから日本に留学していた６人の創

業メンバーのそれぞれの出身大学(立命館大学、慶応義塾大学)の頭文字から取っており、ビジネスと

いう観点を除いても日本とゆかりの深い企業だ。 

 グループ全体の従業員数は全体で 2200 人であり、最も人数が多いベトナムでは約 1800 人程度の従

業員の方が在籍している。また、2016 年に日本法人を設立しており、こちらでは日本全体で 350 名程

度のスタッフが在籍している。なお、日本法人のスタッフについては日本で採用するベトナム人がほ

とんどであり、日本人は 20 名程度いらっしゃるとのことであった。 

 グループ全体としての売上比率の約 80%が日本市場とのことで、会社としても日本市場をより注視

しているという説明をいただいた。そのようなこともあり、例えばタイの拠点についても、現地企業

向けの営業を意図しているというよりは、タイに拠点を持つ日系企業に対しての営業活動を主目的に

開設を行っているとのことであった。 

 

＜２．開発言語、内容など＞ 

 リッケイソフト社は日本市場をメインに行っている企業ということもあり、使用言語についても日

本でよく使われている言語(具体的には、Java, .Net, PHP、等)が多いのが印象的であった。また、主に

マイグレーション対応としての利用されることの多い、COBOL といったクラシックな言語を使える

エンジニアも多くいらっしゃるとのことであった。データベースについても AWS をはじめ、Oracle, 

SQL Server, MySQL 等、様々なものを扱え、技術力の高さを感じることができた。一方で、最近の受

託案件として、これらの言語を用いた開発の他、ローコード開発、AI の研究開発についても取り扱う

ことが増えてきているとのことであった。なお、お客様の属性は多岐にわたるものの、特に小売業、

製造系、金融系、物流系のお客様が多いとのことであった。 

 

＜３．その他＞ 

 リッケイソフト社の説明が終わった後、JCSSA 会員からの質疑応答に入った。質疑応答では、開発

の規模や詳細、費用といった実務に近い部分から、『グローバルマーケットへの製品販売代理』といっ

た、同社ならではの事業内容についての質問が挙がった。他にも、開発と直接関係ない部分では人材

採用についての方法についての質問が挙がり、同社に対しての関心の高さが伺えた。 

 

＜４．所感＞ 

 リッケイソフト社は他のオフショア開発会社との差別化を行う上で、『グローバルマーケットへの製

品販売代理』といった、オフショアに限らない部分にも事業展開を行っているのが印象的でした。ま

た、日本企業が進出することの多いタイにも事業所を構えているなど、日本市場をより重視している

ことが伺えました。 

 また、採用においても、求人媒体の様なクラシックな方法ではなく、開発者コミュニティの交流会

や、開発者向けのウェビナーを開催し、求職者を誘導するといった、戦略的なアクションを行ってい

ることに感銘を受けました。また、この手にありがちな『人事の人が IT がよく分からないのでコミュ



ニティに入れない』という部分についても、技術のわかるリーダも採用活動に参加する方法でカバー

しており、人事の弱い部分を仕組みとしてうまくフォローしていると感じ、この方法は自社でも取り

入れたいと感じました。 

 最後に、このような機会を提供いただいたリッケイソフト社の関係者の方々に心よりお礼を申し上

げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者：庚伸 宮澤慧丈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧ 7 月 11 日(金) 10:30～12:00  TinhVan Technologies（ティンヴァン） 

  

 

 

 

 

 

 

 

最後の視察先は、ベトナムの IT 業界で長い歴史を持つ Tinhvan Technologies （ティンヴァン

テクノロジーズ株式会社）を訪問した。1994 年設立の同社は、法制度が整備され始めた初期の

段階で起業した先駆者であり、31 年の歴史を持つ。現在はグループ全体で約 500 名の従業員を

抱え、政府系プロジェクトを中心に銀行、大学など多様な顧客層を対象に事業を展開している。   

 

はじめに、Tinhvan Software （ティンヴァンソフトウェア株式会社）ルオン代表取締役社長か

ら会社の沿革と事業方針についての説明があり、同社が「第 2 の IT の波」に乗るべく、AI 技術

の活用を通じて新たな価値創出に挑んでいると話があった。AI 技術は既存ソリューションへの

組み込みだけでなく、社内の業務効率化やプロダクト開発にも活用されており、開発と運用両面

において変革を促進しているとのことであった。その一例として紹介された AIRealize 製品は、

メール文章の自動修正支援機能や IT スキル習得などに有効でありその他では、石油採掘企業向

けの AI 予測モデルなど、実用的かつ高度な技術活用が印象的だった。   

 

また、オフショア開発においても他社との差別化が図られており、30 以上の大学図書館向け

蔵書管理システム、人事管理や内部監査パッケージなど、専門性の高い自社開発ソリューショ

ンを展開している。品質保証体制としては SQA チームを設置し、PDCA サイクルに基づいた社

外視点の品質監査も実施しており。開発プロセスの標準化と徹底したドキュメント管理によ

り、信頼性の高いソフトウェア提供が可能となっているとのことであった。   

 

社員構成においては、Java や PHP 開発者を中心とした中堅～ベテラン層の安定した技術者が

多く、試用期間後の離職率は 18%、シニア層では 9%と、ベトナム国内では低水準であると説

明があった。一方で、日本と比べると離職率は高く、属人化のリスク回避と業務の引継ぎ課題

が挙げられた。このため、顧客に負担をかけないことを第一に考え、離職による業務遅延にも

柔軟に対応できる体制を構築しているとのことであった。 

 

作成者：ジインズ 渡邊考児 

 

 

 

 


